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規　
　
　

則

　

荒
砥
沢
ダ
ム
操
作
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
号

　
　
　

荒
砥
沢
ダ
ム
操
作
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

荒
砥
沢
ダ
ム
操
作
規
則
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
十
九
条
関
係
）期　

　
　
　
　

間

ダ
ム
地
点
水
量

三
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

毎
秒
一
・
四
六
四
立
方
メ
ー
ト
ル

四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
五
日
ま
で

毎
秒
一
・
〇
二
一
立
方
メ
ー
ト
ル

四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で

毎
秒
五
・
八
六
五
立
方
メ
ー
ト
ル

五
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

毎
秒
四
・
一
六
五
立
方
メ
ー
ト
ル

九
月
十
一
日
か
ら
翌
年
三
月
二
十
六
日
ま
で

毎
秒
〇
・
六
五
八
立
方
メ
ー
ト
ル

　

備 

考　

新
山
揚
水
機
の
取
水
の
補
給
を
行
う
場
合
及
び
石
越
揚
水
機
の
取
水
の
補
給
を
行
う
場
合
に
お
け
る
こ
の
表

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
中
「
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
二
十
六
日
か
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ら
三
月
三
十
日
ま
で
」
と
、「
四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
五
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月

二
十
五
日
ま
で
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

小
田
ダ
ム
操
作
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
号

　
　
　

小
田
ダ
ム
操
作
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

小
田
ダ
ム
操
作
規
則
（
平
成
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
の
見
出
し
を
「（
平
常
時
最
高
貯
水
位
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
常
時
満
水
位
」
を
「
平
常
時
最
高
貯
水
位
」

に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
見
出
し
を
「（
洪
水
時
最
高
水
位
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位
」
を
「
洪
水
時
最
高
水
位
」

に
改
め
る
。

　

第
八
条
の
見
出
し
を
「（
洪
水
貯
留
準
備
水
位
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
制
限
水
位
」
を
「
洪
水
貯
留
準
備
水
位
」
に

改
め
る
。

　

第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
中
「
制
限
水
位
」
を
「
洪
水
貯
留
準
備
水
位
」
に
、「
常
時
満
水
位
」
を
「
平
常
時
最
高

貯
水
位
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
制
限
水
位
」
を
「
洪
水
貯
留
準
備
水
位
」
に
改
め
る
。

　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
十
八
条
関
係
）期　

　
　
　
　

間

ダ
ム
地
点
水
量

三
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

毎
秒
〇
・
九
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
五
日
ま
で

毎
秒
〇
・
三
三
二
立
方
メ
ー
ト
ル

四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で

毎
秒
二
・
四
〇
八
立
方
メ
ー
ト
ル

五
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

毎
秒
三
・
四
五
二
立
方
メ
ー
ト
ル

九
月
十
一
日
か
ら
翌
年
三
月
二
十
六
日
ま
で

毎
秒
一
・
五
一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

　

備 

考　

新
山
揚
水
機
の
取
水
の
補
給
を
行
う
場
合
に
お
け
る
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
中
「
三
月
二
十
七

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
三
十
日
ま
で
」
と
、「
四
月
一
日
か
ら

四
月
二
十
五
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
二
十
五
日
ま
で
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
八
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

ブ
ル
セ
ラ
病
及
び
結
核
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲　

　

１ 　

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛
で
、
大
河
原
町
、
柴
田
町
、
川
崎
町
、
仙
台
市
、

大
崎
市
（
旧
鳴
子
町
及
び
旧
田
尻
町
の
区
域
）、
栗
原
市
（
旧
栗
駒
町
の
区
域
）、
登
米
市
（
旧
迫
町
及
び
旧
石
越

町
の
区
域
）
又
は
石
巻
市
（
旧
河
南
町
及
び
旧
桃
生
町
の
区
域
）
で
飼
育
し
て
い
る
も
の
（
生
後
二
十
四
月
未
満

の
も
の
を
除
く
。）

　

２　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
牛

　

３ 　

１
の
牛
と
同
一
施
設
内
で
繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
肉
用
雌
牛
（
生
後
二
十
四

月
未
満
の
も
の
を
除
く
。）

　

４　

共
同
牧
野
等
に
放
牧
す
る
牛

　

５　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
牛

四　

実
施
の
期
日
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平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
五
十
九
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　

１ 　

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛
で
、
大
河
原
町
、
柴
田
町
、
川
崎
町
、
仙
台
市
、

大
崎
市
（
旧
鳴
子
町
及
び
旧
田
尻
町
の
区
域
）、
栗
原
市
（
旧
栗
駒
町
の
区
域
）、
登
米
市
（
旧
迫
町
及
び
旧
石
越

町
の
区
域
）
又
は
石
巻
市
（
旧
河
南
町
及
び
旧
桃
生
町
の
区
域
）
で
飼
育
し
て
い
る
も
の
（
生
後
二
十
四
月
未
満

の
も
の
を
除
く
。）

　

２ 　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
肉
用
雌
牛
で
、
白
石
市
、
大
和
町
、
塩
竈
市
、
大
崎

市
（
旧
古
川
市
及
び
旧
三
本
木
町
の
区
域
）、
加
美
町
（
旧
中
新
田
町
及
び
旧
小
野
田
町
の
区
域
）、
栗
原
市
（
旧

瀬
峰
町
及
び
旧
花
山
村
の
区
域
）、
登
米
市
（
旧
南
方
町
及
び
旧
津
山
町
の
区
域
）、
石
巻
市
（
旧
石
巻
市
の
区
域
）

又
は
東
松
島
市
で
飼
育
し
て
い
る
も
の
（
生
後
二
十
四
月
未
満
の
も
の
を
除
く
。）

　

３　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
牛

　

４ 　

１
の
牛
と
同
一
施
設
内
で
繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
肉
用
雌
牛
（
生
後
二
十
四

月
未
満
の
も
の
を
除
く
。）

　

５　

共
同
牧
野
等
に
放
牧
す
る
牛

　

６　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
牛

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流
行
熱
の
発
生
予
察

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
牛

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

血
清
学
的
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
一
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
（
死

体
）
の
所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
状
況
の
把
握

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
（
死
体
）
の
種
類
及
び
範
囲

　

 　

月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
四
十
八
月
以
上
で
死
亡
し
た
牛
の
死
体
（
牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
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（
平
成
十
四
年
農
林
水
産
省
令
第
五
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

四　

実
施
の
期
日

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五　

検
査
の
方
法

　
　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
二
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
豚

　

１　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
豚

　

２　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
豚

　

３　

肥
育
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
豚

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　

 　

豚
コ
レ
ラ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日
農
林
水
産
大
臣
公
表
）
に
規

定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
三
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
豚

　

１　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
豚

　

２　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
豚

　

３　

１
又
は
２
の
豚
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

血
清
学
的
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
四
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　

 　

六
週
齢
以
上
の
家
き
ん
（
飼
養
羽
数
が
百
羽
以
上
（
だ
ち
ょ
う
は
十
羽
以
上
）
の
農
場
に
お
い
て
飼
育
さ
れ
て
い

る
も
の
に
限
る
。）
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

四　

実
施
の
期
日　

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日
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五　

検
査
の
方
法

　
 　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
（
平

成
二
十
七
年
九
月
九
日
農
林
水
産
大
臣
公
表
）
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
五
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感
染
症
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
種
鶏

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

血
清
学
的
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
六
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

馬
伝
染
性
貧
血
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

次
に
掲
げ
る
も
の
（
生
後
百
八
十
日
未
満
の
も
の
を
除
く
。）
と
す
る
。

　

１　

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
馬

　

２　

種
付
け
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雄
馬

　

３　

１
又
は
２
の
馬
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
馬

　

４　

競
馬
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
に
基
づ
い
て
競
馬
に
出
場
す
る
馬

　

５　

馬
術
競
技
又
は
乗
馬
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
馬

　

６　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
馬

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
七
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

牛
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
症
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
病
、
馬
パ
ラ
チ
フ
ス
及
び
豚
ブ
ル
セ
ラ
病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

次
に
掲
げ
る
牛
、
馬
及
び
豚

　

１　

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
で
定
め
る
種
畜

　

２　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
牛
、
馬
及
び
豚

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　

 　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
別
表
第
一
、
病
性
鑑
定
指
針
（
平
成



第2737号　平成28年３月１日　火曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報

二
十
七
年
三
月
十
三
日
付
け
二
十
六
消
安
第
四
千
六
百
八
十
六
号
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
通
知
）
及
び
種
畜

検
査
執
務
要
領
（
平
成
十
三
年
四
月
十
六
日
付
け
十
三
独
家
セ
第
二
百
十
七
号
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

理
事
長
通
知
）
に
規
定
す
る
方
法

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
八
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
監
視

伝
染
病
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。）
を
実
施
す
る
の
で
、
当
該
家
畜
の

所
有
者
に
対
し
、
検
査
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

実
施
の
目
的

　
　

腐
蛆そ

病
の
発
生
予
防

二　

実
施
す
る
区
域

　
　

県
内
一
円

三　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

　
　

蜜
蜂
（
転
飼
及
び
定
飼
蜂
群
）
の
う
ち
家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

四　

実
施
の
期
日

　

 　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
家

畜
保
健
衛
生
所
長
が
指
定
す
る
日

五　

検
査
の
方
法

　
　

臨
床
検
査
及
び
細
菌
検
査

〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

気
仙
沼
陸
前
高
田
線

三　

道
路
の
区
域

変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

気
仙
沼
市
新
浜
町
二
丁
目
一
一
四
番
地
先
か

ら同
市
西
み
な
と
町
五
八
番
地
先
ま
で

　

Ａ
前　

　

Ｂ

一
四
・
九
〜

 

三
〇
・
一

七
七
三
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

一
二
・
五
〜

 

一
七
・
九

七
三
二
・
一

後
Ａ

一
六
・
〇
〜

 

三
〇
・
一

七
七
三
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

気
仙
沼
唐
桑
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

気
仙
沼
市
栄
町
二
〇
一
番
三
地
先
か
ら

同
市
錦
町
一
丁
目
六
番
地
先
ま
で

　

Ａ
前　

　

Ｂ

一
一
・
〇
〜

 

二
七
・
九

四
二
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

一
六
・
六
〜

 

二
八
・
九

二
四
一
・
五

後
Ａ

一
一
・
〇
〜

 

二
八
・
二

四
二
〇
・
二

気
仙
沼
市
錦
町
一
丁
目
六
番
地
先
か
ら

同
市
錦
町
二
丁
目
五
〇
番
地
先
ま
で

　

Ａ
前　

　

Ｂ

一
一
・
〇
〜

 

四
三
・
三

三
五
七
・
一

　

八
・
〇
〜

 

二
三
・
四

一
四
七
・
二

後
Ａ

一
一
・
〇
〜

 

三
五
・
二

三
五
七
・
一

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
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開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

気
仙
沼
陸
田

高
田
線

気
仙
沼
市
新
浜
町
二
丁
目
一
一
四
番
地
先
か
ら

同
市
新
浜
町
一
丁
目
二
〇
三
番
三
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

気
仙
沼
唐
桑

線

気
仙
沼
市
栄
町
二
〇
一
番
三
地
先
か
ら

同
市
錦
町
二
丁
目
五
〇
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

三
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
六
号

気
仙
沼
市
本
吉
町
卯
名
沢
二
四
五
番
六
地
先
か
ら

同
市
本
吉
町
卯
名
沢
無
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

三
月
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
四
号

　

岩
沼
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
火
葬
場

　

２　

名
称　

一
号
岩
沼
市
営
火
葬
場

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

朝
日
町
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
気
仙
沼
市
朝
日
町
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
百
七
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お
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り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

七
ヶ
浜
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
緑
地
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

一
号　

菖
蒲
田
漁
港
緑
地

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
宅
地
、
同
字
牛
ノ
鼻
木
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
尾
田
峯
二
十
九
番
の
一
部

 

（
第
四
工
区
）

 

女
川
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

超
高
感
度
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
式
の
購
入　

十
セ
ッ
ト

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
二
月
十
九
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

日
本
電
気
株
式
会
社
東
北
支
社　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁

目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額　

二
千
九
百
六
十
八
万
七
千
五
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
一
月
八
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
届
出
が

あ
っ
た
届
出
事
項
の
異
動
に
つ
い
て
、
訂
正
の
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
年
宮
選
管
告
示
第
九
十
三
号
の
一

部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

松
利
会
の
会
計
責
任
者
の
異
動
の

新
中

「
安
部
ま
な
み
」
を
「
髙
濱
ま
な
み
」
に
改
め
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
届
出
が

あ
っ
た
届
出
事
項
の
異
動
に
つ
い
て
、
訂
正
の
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
五
十
二
号
の

一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

安
部
た
か
し
後
援
会
の
会
計
責
任
者
の
異
動
の

新
中

「
安
部
ま
な
み
」
を
「
髙
濱
ま
な
み
」
に
改
め
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
四
号
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政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
届
出
が

あ
っ
た
届
出
事
項
の
異
動
に
つ
い
て
、
訂
正
の
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
二
年
宮
選
管
告
示
第
四
十
三
号
の

一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

安
部
た
か
し
後
援
会
の
会
計
責
任
者
の
異
動
の

旧
中

「
安
部
ま
な
み
」
を
「
髙
濱
ま
な
み
」
に
改
め
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
届
出
が

あ
っ
た
届
出
事
項
の
異
動
に
つ
い
て
、
訂
正
の
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
四
年
宮
選
管
告
示
第
四
十
四
号
の

一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 
員 
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

安
部
た
か
し
後
援
会
の
会
計
責
任
者
の
異
動
の

新
中

「
安
部
ま
な
み
」
を
「
髙
濱
ま
な
み
」
に
改
め
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
二
十
四
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
訂
正
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
五
年
宮
選
管

告
示
第
百
三
十
五
号
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

仁
田
和
廣
政
策
研
究
会
の
平
成
二
十
四
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１　
収
入
総
額

　
　
　
　
　

  996,051円

」
を
「１　

収
入
総
額

　
　
　
　
　
　

2,301,051円

」
に
改
め
、

「前
年
繰
越
額

　
　
　
　
　
　

  996,051円

」
の
次
の
行
に
、

「本
年
収
入
額

　
　
　
　
　
　

1,305,000円

」
を
加
え
る
。

２　

支
出
総
額
の
次
に
、

「３　
本
年
収
入
の
内
訳

」、

「寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1,305,000円

」、

「政
治
団
体
分

　
　
　
　
　
　

1,305,000円

」、

「４　
寄
附
の
内
訳

」、

「〔政
治
団
体
分

〕」、

「自
由
民
主
党
宮
城
県
支
部
連
合
会

　

1,305,000円　
仙
台
市
青
葉
区

」
を
加
え
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
二
十
五
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
訂
正
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
五
年
宮
選
管

告
示
第
百
三
十
六
号
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

仁
田
和
廣
政
策
研
究
会
の
平
成
二
十
五
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１　
収
入
総
額

　
　
　
　
　

  996,051円

」
を
「１　

収
入
総
額

　
　
　
　
　
　

2,301,051円

」
に
、

「前
年
繰
越
額

　
　
　
　
　
　

  996,051円

」
を
「前

年
繰
越
額

　
　
　
　
　
　
　

2,301,051円

」
に
改
め
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
治
団
体
か
ら
提
出

が
あ
っ
た
平
成
二
十
五
年
分
収
支
報
告
書
に
つ
い
て
、
訂
正
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
平
成
二
十
六
年
宮
選
管

告
示
第
百
二
十
四
号
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

仁
田
和
廣
政
策
研
究
会
の
平
成
二
十
五
年
分
収
支
報
告
書
の
要
旨
の

１　

収
入
総
額
中

「１　
収
入
総
額

　
　
　
　
　

2,900,000円

」
を
「１　

収
入
総
額

　
　
　
　
　
　

4,700,000円

」
に
、

「前
年
繰
越
額

　
　
　
　
　
　

2,900,000円

」
を
「前

年
繰
越
額

　
　
　
　
　
　
　

4,700,000円

」
に
改
め
る
。

３　

本
年
収
入
の
内
訳
中

「３　
本
年
収
入
の
内
訳

」
の
次
の
行
に
、
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「寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3,600,000円

」、

「個
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　

1,650,000円

」、

「政
治
団
体
分

　
　
　
　
　
　

1,950,000円

」
を
加
え
、

「機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
に
よ
る
収
入

　
　

2,900,000円

」
を
「機

関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
に
よ
る

収
入

　
　

1,100,000円

」
に
、

「政
治
活
動
20周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

2,900,000円

」
を
「政

治
活
動
20周
年
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　

　
　
　
　

1,100,000円
」
に
改
め
る
。

５　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
対
価
に
係
る
収
入
の
内
訳
を
削
り
、

４　

支
出
の
内
訳
の
次
に
、

「５　
寄
附
の
内
訳

」、

「〔個
人
分

〕」、

「仁
田
和
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1,650,000円　
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

」、

「〔政
治
団
体
分

〕」、

「自
由
民
主
党
宮
城
県
支
部
連
合
会

　
　
　
　

1,950,000円　
仙
台
市
青
葉
区

」
を
加
え
る
。

雑　
　
　

報

〇
大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合
理
事
長
小
原
哲
か
ら
、
公
報
登
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
十
年
宮
城
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
工
事
着
手
後
の
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
報
告
書
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

 

大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合　
　
　
　
　
　

 

理 

事 

長　
　

小　
　

原　
　
　
　
　

哲　
　
　

一　

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

１　

名
称　

大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合

　

２　

代
表
者　

理
事
長　

小
原　

哲

　

３　

所
在
地　

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
北
要
害
三
番
地
の
一

二　

対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

　

１　

名
称　

大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

　

２　

種
類　

条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
第
二
種
事
業
（
土
地
区
画
整
理
事
業
）

　

３　

規
模　

六
十
八
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

三　

対
象
事
業
実
施
区
域

　

 　

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
東
車
堰
、
同
字
車
堰
、
同
字
西
車
堰
、
同
字
台
ノ
下
、
同
字
天
皇
寺
、
同
字
西
桧

木
、
同
字
柳
ノ
町
、
同
字
東
柿
木
、
同
字
西
柿
木
、
同
字
石
川
裏
、
同
字
石
川
北
、
同
字
石
川
南
、
同
字
熊
野
中
、

同
字
熊
野
下
、
同
字
北
六
角

　
　

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
二
丁
目
、
同
三
丁
目

　

 　

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
北
谷
地
、
同
字
北
要
害
、
同
字
高
田
東
、
同
字
高
田
、
同
字
高
田
西
、
同
字
東
五

福
院
、
同
字
八
反
田
下

四　

第
二
種
事
業
関
係
地
域
の
範
囲

　
　

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
、
宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町

五　

工
事
着
手
後
の
調
査
報
告
書
の
縦
覧
の
場
所
、
期
間
及
び
時
間

　

１　

縦
覧
場
所

　
　
　

宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
対
策
課

　
　
　

大
和
町
都
市
建
設
課

　
　
　

大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所

　

２　

縦
覧
期
間

　
　
　

自　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
（
火
）

　
　
　

至　

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
（
木
）

　
　
　

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　

３　

縦
覧
時
間

　
　
　

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で


